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第 1 章 「マデイラの「いかがわしい商人」―『ジェーン・エア』における遺産継承と女性 







第 2 章 「「私の居場所はいったいどこにあるのか？」―『シャーリー』における文学の効 








第 3 章 「「イングランドに来てごらん、わが国の体制の動きをその目で見るといいんだ。」 
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結論   
『ヴィッレット』の完成後に執筆が開始された未完の小説『エマ』は、主人公の女子寄宿
学校の経営という前作を受け継ぐ設定によって、自立した女性の「空間」がより広がる可能
性を秘めていたとする推察から本論文の結論が示される。作家自身が結婚生活によって執
筆活動を停止する。4 作品の主人公たちが抱える家庭生活と経済的自立の矛盾は、ブロンテ
自身のそれと重なる。主人公たちはその矛盾の解決の可能性を、社会・経済的活動への参加
と女性どうしが結びつきあう「空間」の創造によって示した。一方、女性作家の創造の場＝
「空間」の獲得は、ブロンテ以後の世代の女性作家たちに委ねられるべき課題となる。 
 
〔論文審査の結果の要旨〕 
 
序論で紹介され、また本論でも説かれるように、ブロンテ研究は 1970 年代以降、おもに
階級、ジェンダー、人種の問題に注目し、優れた成果を上げてきた。本論文はそれらの、そ
れぞれに独自の、また相互に関連しあう多様な先行研究を十分に検討し、それらの成果の上
に、社会・経済的グローバル化の中で変容する女性の家庭生活と経済的自立との間の矛盾に
対する独自の解決策をシャーロット・ブロンテの作品に読み込むものである。 
上述した既存のブロンテ研究が、概して、社会・経済的な文脈を重視し、作家の言説をそ
の中に位置づけて理解することにその目的が置かれるのに対し、本論文は、その詳細な読解
によって、ブロンテ作品の女性主人公や登場人物の活動・活躍を、女性の私的／公的「空間」
の移動、獲得、共有といった、作品の内在的な力学の問題として捉えることに特質がある。
女性登場人物が、ヴィクトリア朝家父長制社会にあって、家庭に縛られることなく自立し、
また女性どうしがさまざまな関係のもとに結びつきあう多様な「空間」の中に表象される。
私的生活の場である「家庭」のほかに、大陸への「移住」による新しい生活空間の獲得、未
婚女性とその価値が交換される「結婚・労働市場」、そしてグローバルな経済活動とそれに
伴う「金融市場」など、女性が参画するそれら現実の、また仮想の多様な「空間」の重なり
合いの中に女性とその生活が描かれているとする仮説は独創的であり、各章におけるその
論証には十分な説得力がある。 
本論文のもう一つの独創性は、社会的な慣習や制度の中に身を置きつつ自立を模索する
女性を描くブロンテ作品に、女性作家ブロンテ自身の言説行為の戦略を読み込んでいるこ
とである。ブロンテは、それまでもっぱら男性作家が男性主人公を描く小説で特権的に用い
てきた物語形式、すなわち、教養小説、産業小説、立身出世物語等の枠組みをアイロニカル
に用い、家庭の規範から逸脱しない範囲で、男性中心社会において、女性たちが自立を目指
して結びつき合う空間の創造を実験的に行ったとしている。つまり、「家庭生活」を否定す
ることなく、しかし従来の成人女性の理想像である「家庭の天使」ではない女性像を、母語、
外国語、移住、金融経済などのテーマを用いることで作り上げたと捉えている。家庭空間を
維持しつつも、それを横断するような女性たちの活動や交流が描かれ、それが新たな女性の
自立の表象となっているとの指摘である。社会・経済史的知識と近代小説のジャンルについ
ての文学史的理解に基づくこの独自の論評は見事であり、本論文の文学論として最も重要
かつ優れた議論である。 
ただし、本論文の論証にはいくつかの疑問点が無くもない。１．ヴィクトリア朝の女性の
社会・経済的進出をめぐるいくつかの議論において、その前提となる歴史的事実が第 2 次
資料による傍証の域を出ない場合がある。２．小説で表象される空間が女性の変容する外在
的な生活空間の隠喩となっているとする独創的な捉え方の理論的な説明が必ずしも十分に
なされていない。３．提出者は、本論文によって、同時代作家エリザベス・ギャスケルによ
る伝記が提示した、荒野の館の閉鎖空間で暮らす不遇な環境に耐える女性作家としてのブ
ロンテ像が、女性の生き方の新しいモデルを提案する、野心的、精力的、かつ戦略的な作家
としてのそれへと変更されるとしている。だとするなら、社会に対し果敢に発信をするブロ
ンテの言説行為が、同時代の女性読者にどのように受容され、どのような社会的影響を及ぼ
したかについての論究が求められる。とはいえ、これらの問題点は、一方で、詳細な読解が
導き出した本論文のテーマ自体が、十分な普遍性と発展性を含むことを示すものであると
も言える。提出者のみならず、他の研究者によるさらなる考究が期待される所以である。そ
の意味でも、本論文のブロンテ研究、イギリス近代文学研究への貢献が大であることは明ら
かである。 
なお、全編を通じ英語での論述の質は高く、出版されれば国内外の高い評価が十分に期待
できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
